
 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24/31 25 26 27 28 29 30 

 

 

 

お知らせ：当院では、いつもご来院されている皆さんへ、生活にお役に立てていただけるよう

な耳寄りな情報や、当院のお知らせなどをご案内いたします。 

お時間がある時にでも、お気軽にご覧いただき、お楽しみくださいね。 

どうぞよろしくお願いいたします。             院長○○ ○○ 
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３月号 

月号 

月号 

WITH通信  

March 

春分の日(２１日) 

発行／ WITH治療院 

住所：〒542-0062 大阪府大阪市中央区上本町西5-2-7Mido上本町BLD502  

ＴＥＬ：06-4304-0255  Ｅメール：with.uehonmachi@gmail.com 

 

 

こんにちは！院長の金子です。皆さん、いかがお過ごしでしょうか？３月といえば何かと慌ただしい時

期ですね。卒業式や4月からの新生活準備、社会人の方だと年度末決算で大忙しではないでしょうか。く

れぐれも体調管理には十分気を付けてください。 

さて、３月は“暑さ寒さも彼岸まで”という言葉でお馴染みの春のお彼岸の時期ですね。春の彼岸は、

春分の日（今年は3月21日）を中日として、前後3日間を合わせた7日間と、その期間に執り行なわれ

る仏事をいいます。“お彼岸にお墓参り”をするという方は多いかと思いますが、仏教徒が多い他の国と比

べてもこれは日本だけの独特の風習だそうです。 

春分の日の意味の１つに“自然をたたえ、生物をいつくしむ”そして、秋分の日には“祖先を敬い、亡

くなった人を忍ぶ日”という意味があり、昔から先祖崇拝や豊作に感謝してきた日本らしい文化が影響し

ているのでしょうね。お供えものといえば、春は牡丹の花にちなんだ「牡丹餅（ぼたもち）」をお供えしま

すね。ちなみに秋のお彼岸には秋の七草と呼ばれる「萩」の花が小豆の粒と似ていることから「お萩餅（お

はぎ）」をお供えします。ご存じの方も多いと思いますが、２つは一般的には同じもので、季節によって呼

び名が変わるそうですが、地域によっては、こし餡を使ったものを「牡丹餅（ぼたもち）」と言い、粒餡の

あんこやきな粉をまぶしたものを「お萩餅（おはぎ」と呼ぶところもあるようです。 

また、お団子の数やお供えものの種類は、地域や宗派によって異なることが多いので、ご家族、ご親戚

が集まって、それぞれの供養の方法で大切なご先祖様に感謝を伝える日としてご挨拶に行かれるいい機会

なのではないしょうか・・・。  
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※吹き出しは、枠に入れて頂いた画像やお写真に合

った先生やスタッフさんのメッセージを例のよ

うに書いて頂けるスペースとなっています。 

例)旅行に行ってきました！！ 

例)はじめまして！！ 

新スタッフの○○です。 

 

※枠の中には、各イベントなどの写真画像を入れたり、

お写真を直接貼って頂いたり、ご自由に編集可能と

なっております。 

 

「吹き出し」や「枠」「矢印」は、拡大・縮小、移動、

コピーが出来ます。 

２０１９．３月号 


